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指標 単位 

基準値 目標値 

2018年度 

(平成30年度) 

2025年度 

(令和7年度) 

2030年度 

(令和12年度) 

健診センター利用者数  ★ 人 9,609 10,300 10,800 

医療機関から市民病院への紹介件数 ★ 件 6,987 7,200 7,400 

市民病院から医療機関への逆紹介件数 ★ 件 6,903 7,200 7,400 

 

 

 

 

赤穂市健康増進計画 赤穂市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画 

赤穂市民病院改革プラン 

 

 

 

 

 

 

項目 主要な取組 

１ 在宅医療提供体制の充実 

◇「かかりつけ医」の必要性の啓発 

◇医療・介護・福祉の連携強化 

◇在宅療養を支える入院医療体制の確保 

◇看取りを含めた終末期を迎えるための体制づくり 

２ 救急医療体制の充実 

◇医療機関と消防の連携および広域救急医療体制※１の充実 

◇市民病院において、救急告示病院および一般・小児の 

救急輪番体制※２を維持し、二次救急医療体制※３の充実 

◇消防からの救急要請に対する受入体制の強化 

３ 市民病院の安定運営 

◇常勤医師の確保等による診療体制の充実 

◇医師会、歯科医師会、薬剤師会との連携による地域医療体制の

推進 

◇産科医師の確保と産後ケア体制の充実 

◇人間ドック、ＰＥＴ－ＣＴ検診※４等などの予防医学の充実 

◇兵庫県赤穂健康福祉事務所を中心とした感染症に係る医療体制

の強化 

◇西播磨地域の中核病院としての機能充実と医療需要を加味した

経営 

関連個別計画 

施策の展開 

目標指標 

※１広域救急医療体制…ドクターヘリ等の活用も視野に入れた広域的な救急医療体制のこと。 

※２救急輪番体制………各市や郡単位等の地域ごとに、休日や夜間に対応できる病院（一部有床診療所）が日を決めて順番に担当する救急体制。 

※３二次救急医療体制…入院治療や手術を必要とする重症患者に対応する救急医療体制。 

※４ＰＥＴ－ＣＴ検診…がん治療で使われる最先端の画像診断装置（ポジトロン断層撮影装置とコンピューター断層撮影装置を組み合わせた機器）を使
った検診のこと。 
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PET-CT 市民病院新館 

安心  誰もが健やかに暮らせる安心と安全のまちづくり 

（2）健康づくりの推進といのちを守る地域医療の充実 

⑦市民が安心できる地域医療体制をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療・介護・保健・福祉の機関が互いに連携し、市民が安心して適切な医療を受けることができ

るよう地域医療体制の充実を図ります。 

また、かかりつけ医・かかりつけ歯科医・かかりつけ薬局を持つことを啓発します。 

市民病院では、人口減少と高齢化に伴う医療ニーズの変化、患者が求める医療の高度化、多様

化が進む中、救急医療への積極的な関わりを持ち、2022年度（令和4年度）開設予定の県立はり

ま姫路総合医療センター（仮称）など近隣医療機関等と連携強化を図り、西播磨地域の中核病院

としての医療提供の実現を進めます。 

 

 

  

施策の方針 

◆地域における効率的かつ効果的な医療提供体制を維持するためには、各医療機関の連携強

化が求められています。 

◆高齢化に対応するために、包括的かつ継続的な在宅医療・介護の提供が求められています。 

◆市民病院は、地域医療支援病院、がん診療連携拠点病院、災害拠点病院、第2種感染症指定

医療機関としての機能を有していることから、今後も地域医療の拠点として機能の継続が求

められています。 

◆市民病院は、常勤医師不足と診療科偏在の解消を目指すとともに、西播磨地域の最後の砦

として高度医療の実施による地域完結型医療を提供するために、近隣医療機関等と連携す

ることが必要です。 

現状と課題 




